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平成２１年度第２回氷見市行政改革推進市民懇話会会議録 

 

 

１ 開催期日 平成２１年８月１０日（月） 

２ 開催場所 氷見市ふれあいスポーツセンター会議室 

３ 会議時間 午後４時～午後５時３０分 

４ 出席委員 上野隆子、川上修、坂尻英之、田岸昌治、辻本勉、西塚友彦（七尾雅

周委員代理）、姫野貞夫、前田利寛、森晨朗、森節子、森本太郎、屋

敷夕貴、山岸教男、山下金次郎、浦野良一、横山武（干場隆光委員代

理）、薮田雅彦、垣内哲男、小堀正夫、澤武勝弘、田中英雄、嵩尾憲

昭、釣賀節子 

５ 欠席委員 嶋尾正人、茶谷正清、中筋國雄、伊藤正昭、大橋昇司、佐藤泰樹 

６ 市出席者 堂故茂(市長)、棚瀬佳明(副市長) 、甲井勇紀夫(企画広報室長)、金谷

正和(総務部長)、東海愼一（市民部長）、江添良春（建設部長）、川

田優（産業部長）、池田六義（教育次長）、干越正則（消防長）、桶

元勝範（企画広報室次長）、濱井博文(総務課長)、廣瀬昌人(財務課

長)、七田克行(総務課主幹)、草山利彦（財務課主幹）ほか 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 案  件 (1) 配付資料の説明 

 (2) 質疑応答、意見交換 

 

 ＜協議資料＞ 

資料１   計画期間中の財政収支見通しについて 

資料２   新行革プランの構成（案）について 
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９ 会議録 

 発言内容 

会長 

 

委員各位には大変ご多用のなか、ご出席を賜りまして誠にありがとうござ

います。今日は平成２１年度第２回目の懇話会ということになるわけでござ

います。懇話会にもいろいろ観点があるわけでございますけども、この間、

４月２５日でしたか、市民病院のフォーラム２００９が開催されましたが、

私も出席させていただきましたけども、指定管理者としての１年間を振り返

って、大学側あるいは教授のご意見をいろいろ拝聴いたしとったわけですけ

ども。金沢医科大としては氷見市民病院を地域医療の勉強と深く認識され

て、非常に一生懸命取り組んでおられると。人材不足という観点から特別な

奨学資金、氷見枠を設けて人材の育成をしたり、あるいは看護師等の育成に

も氷見に特別の配慮をしたいと、非常に力強いお言葉いただいて、私もそう

いった取組みに感動したわけでございますけれども。それと同時にいろいろ

心配しとりましたけども、心強く思ったわけでございます。ただ、まだまだ

ということは大学側も認められておりまして、今後、一生懸命やるというこ

とでしたので、非常に心強く思った次第です。こうした観点から考えまして

も、やっぱり情報開示といいますか、市民と市当局と情報を共有するという

ことがいかに大切かということをまた改めて認識した次第でございます。 

今日は計画期間中の財政支出見通し、もう一つは新行革プランの構成につ

いて、この二つをご審議いただくわけでございます。遠近高低おのおの同じ

からずという言葉がございます。一つの山を見るについてもいろんな角度か

ら見れば、その山は低く見えたり、高く見えたり、あるいはだんだん遠ざか

る山に見えたりと、いろんな見え方がしたりすると思うんですけども、そう

いうことから言いますと、いろんな立場の人々がこうして集まって、議論す

るわけでございますんで、いろんな考え方、いろんなご意見があるだろうと

思っております。今日はそういう意味で、自分の立場からのご意見もひと

つ、活発なご意見、こういったものがたくさん出ることを期待しております

ので、よろしくお願いいたします。 

それでは会議を始めます。最初に市長さんからお願いしたいと思います。 

市長 委員の皆様方にはお盆も迫って来ている気忙しいなか、会議にご出席いた

だきましてありがとうございます。また、天候の方も大変不順でこのまま本

当の夏が来ないんじゃないかというような天気が続いております。全国各地

で大変な水害が発生しております。いろんな自治体の被害が報道される度

に、もちろん私どもの方で大きい被害がなくて良かったということと同時

に、行政として一番大事な仕事というのは市民の生命財産を守っていくこと

であるということを痛感させられております。 

今日の懇話会でございますが、先月に続きまして第２回の開催となりま

す。この間に、市の歳入の最大の項目である今年度の普通交付税が確定され

ました。その内容でございますが、臨時財政対策債、これは市が借金して今
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年度に国が全部面倒をみるというものでありますが、臨時財政対策債を含む

実質の交付税については約６９億４，７００万円でありまして、前年度に比

べ３億９，５００万円、率にして６％の増額となりました。予算に計上した

歳入に対しましても２億２，６００万円増額になっております。この普通交

付税の増額については当然、歓迎するわけであります。ありがたいわけであ

りますが、国・地方併せまして６００兆を超す債務、大変厳しい国の財政状

況を考えると前回の懇話会で担当の方からご説明させていただいたとおり、

基本的には交付税は減少基調には変わりないものと思っています。この普通

交付税の決定は、２０年度決算、市の決算を踏まえ、一定の前提条件のもと

で今後の財政見通しを試算いたしましたところ、前回の懇話会でもお話させ

ていただいております、ここ数年が市にとってもっとも厳しい時期でありま

すことを申し上げておりますが、平成２２年度から２６年度までの５年間に

約４７億円の収支不足が発生すると見込まれております。このため、皆様方

にお願いする新しい行革プランでは、当然、単年度の収支均衡を目指すこと

がまず目標になります。それから、大変厳しい時期を乗り越えるためには、

事業の思い切った選択と集中ということが必要になってくると思います。そ

して２番目に、今ほど会長さんの方からお話がございました病院の方を公設

民営化させていただいたりしております。それから、市内のあちこちで市民

の力をいただいて進めることができるような市民パワーが芽生えておりま

す。そんなことを考えますと、３つ目は市民協働の推進と元気で活力ある行

政の推進、こんな３点が必要なのではないかと考えます。 

そのようなことをケアしながら、懸案となっております新しい病院の建

設、学校の改築・耐震化など市民の安全安心を守るための事業を着実に実施

したいと考えております。 

本日の会議では、前回の懇話会でお話させていただいておりましたが、計

画期間中の財政収支見通しについて、具体的な数字をお示しするとともに、

新しい行革プランの構成案についてご説明させていただいたうえで、委員の

皆様から今後の改革の方向性等について、ご意見をいただければというとこ

ろです。そして、今日はこの全体会が終った後、部会も開催されるというこ

とであります。委員の皆さまには、長時間の会議でありますが、よろしくお

願い申し上げます。 

会長  ありがとうございました。それでは案件に入りますが、今、市長からあり

ましたとおり、だいたい５時２０分ぐらいまで全体会議をやりまして、その

後、この場所で二つの部会をやっていただくということになっております。

部会の構成につきましては、皆さんの手元に来ていると思いますけれども、

ほんとに長時間に渡っての協議になりますけども、今日はよろしくお願いし

たいと思います。 

 それでは、初めに提出いただきました資料を一括して、事務局の方からご

説明をお願いいたします。 
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財務課長 （資料１の説明） 

総務課長 （資料２の説明） 

会長 どうもありがとうございました。それでは、報道関係の皆様方に申し上げ

ます。先にご案内申し上げたかと思いますけども、取材はここまでとさせて

いただきたいと存じます。なお、会議の結果につきましては、必要があれ

ば、私の方から会議終了後にお話したいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

それでは、ただいまの説明に対する質疑応答に入りますけれども、まず最

初に、期間中の財政収支見通しにつきまして、質問等ございましたらお願い

したいと思います。 

最初に収支均衡が保てる市政運営をするために、何をしたらいいのかとい

うことを何か、思いつきで結構でございますので、お願いしたいと思いま

す。大変難しい問題ですけども、何かご意見あったらお願いします。 

委員 当面の５年の計画が示されました。過去を振り返ってみますと、１５年か

ら１８年にかけて５８億円ほど、そのあと１８年計画で２１億円ほど減らし

てきました。私、最初の５８億円をなくした段階で、これで氷見市は正常に

戻るのかなと、実は非常に甘く思っておったのですが、引き続き３ヵ年の計

画で２１億円減らすということで、そしてそれが終った段階で、４９億円ほ

どのご提案があったわけですけれども、市長、どんなもんですか。これこん

なこと、この後ずっと続けていくんですかね。この市民懇話会がいい加減に

解散する時期はどこらへんにあるのか、見通しみたいものがあったら一言だ

け聞かせていただいきたいと思います。 

市長 行革というのは、一番いい姿を模索してずっとやるものだと思うんですけ

ども、この収支見通しについては、この間で見通しがつく予定だった思うん

ですけども、この三位一体の改革が進められて、何回も説明しております

が、三位一体の改革というのは、地方分権を受けて、地方が住民の意向を受

けて、住民の気持ちに立ってできるだけ効率よく行政をやる。そのために補

助金は少し我慢しましょう。交付税も少しくらい我慢しましょう。そして使

い勝手のいい事業としたい。税源を移譲してもらいたい。こういうことだっ

たんですが、結局、この間、氷見市で約７億円の交付税が減っているんです

ね、毎年。相当努力したんですよね、１５年から。病院の公設民営化も、保

育園の民営化も。職員も私が市長になったころは１，０００人近くだったも

のが４００人台になっているんですよね。それでも苦しいっていうのは、ち

ょっと国全体が地方をマネジメントする仕組みがおかしいんではないか。確

かに氷見市は甘かったし、だぶついていたんですけども、ようやく人並みに

なってきつつある。その間の努力を国がやっぱり見ながら、この交付税をさ

じ加減してくれなきゃいけないのに、合併しなかったということで、思って

いた以上に、必要以上にきつい交付税の抑制措置があったことがここに表れ

ているんじゃないかと。ちょっと、申し訳ない、言い訳気味になるわけであ
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りますけれども、これは事実だと思います。まあ政権交代があるのかどうか

分かりません。相当な改革があるんだろうと思います。地方が相当、反乱を

起こすぐらいの空気も出ております。どういう結果になろうと、地方分権の

方へ舵が切られるんじゃないかと思いますが、その分だけ更に創意工夫が求

められる、自己責任を要求される組織体にならなきゃいけないと思われます

ので、どうあろうとスリムでまた知恵の出せる行政体に変わっていかなきゃ

いけないと思いますので、国のくれないということに文句言ってるだけじゃ

なくて、その機会に機転の利く行政になるように努力をしていかないと思っ

ています。 

委員 まああの、一人市長だけの責任でないと思います。そういう状況になって

きたんだと思います。分かりました。 

市長 狼少年じゃないですけど、まあ普通のこの状態でいけば、借金の額、過去

の債務、ふれスポだとか総合かんぱい事業、一番大きな事業で５００億円の

事業だった思いますが、それを２９年度まで借金が残ってたりするわけです

ね。それから、病院としては、病院を公設民営化して一気に退職者を出しま

した。３百数十名の退職金の手当で７、８年くらいは始末しなければいけな

い。それから、投資がもう一回控えています。病院建設だとか、広域圏のご

み処理場だとか、学校の改築だとか。そういったことが合わさって、客観的

に見てもここ数年が一番厳しい。交付税云々の前に、ここ数年は乗り切らな

きゃいけない。前回の想定範囲、合併しなかったことの想定範囲内でありま

すけども、想定外の部分も出てきておりますので、ここでしっかりもう一

回、改革プランをたてていただいて、２７年度から少なくてもこんなご心配

いただかなくてもやっていける、そういう体質に本当にならなきゃいけない

と思います。 

会長 収支均衡ということになれば、収入を増やすか、支出を減らすか、これし

かないわけですけど。 

委員  両方、両方やってかんなん。前回、人員削減も市長さん、言われたとお

り、雑巾絞った後、まだどうせいと言うげんと。だいたいきとる状態ですけ

ど、まあ私らここ来とる皆さんだいたい同じだと思うが、会社経営されとる

方いらっしゃいますし、私らでももう一人何役、営業もすれば経理もすれば

運転手もみんな兼用でやっている現状なんで、市役所の職員の方ももっとも

っと兼務してもいいという自覚を持っていただければ。配置転換されてで

も、何課何課という役、皆さんこなせるようになっていらっしゃる。そのた

めの配置転換をやっていると思うんで、もっともっと一般の民間から見れ

ば、専門職といえどもかけもちでどんどんやると意識を改革していただけれ

ば、若干、人員を減らせるかと。 

それと出るのを削減するというか、歳出を削減、人件費が一番大きいと思

うんで。それと入ってくる方、歳入が一番難しいと思うんですよ。私、前々

回ぐらいですか、ふるさと納税、東京氷見会、近畿氷見会、何とか氷見会が
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あったら、とにかく市長さんが行って、お願いして下さいよと。ふるさと納

税、ひとつお願いしますと。藤子不二雄先生でも、未だにまんがを書いてお

られんでも、毎年、何億円かの収入があると思うんで、ぜひふるさと納税を

声高にお願いして。うちの商工会議所の会頭さんも何とか氷見会というとこ

ろにいっしょに行かれると思うんで、ぜひいっしょに市長さんとタッグを組

んでぜひふるさと納税にご協力と、なんかパンフレット作ってもいいんじゃ

ないかというくらいだと思います。 

歳入の道を、近郷近在隔して、固定資産税が高い、水道料が高いと言われ

ながら、皆さんそれをあえてしょうがないやろうというふうに、納税はされ

ておるんですけど。あのごみの減量化、ごみの袋の有料化でごみが完全に半

減化したと言っても過言じゃないかなと。何円のごみの袋だけど、ごみを出

す時にはお金がいるんだという意識を持たせたことがごみの減量化につなが

ったんじゃないかなと。ああいったような何か案、いいアイディアがあれば

いいんですが。今のところ思いつくのはなかなか、歳入の道は本当に難しい

んで。私も売り上げがなくて頭絞っているんで。そうか言うて、市で儲ける

ような、このふれスポを使って一大イベントというか、今いろんな業界の全

国大会を氷見に誘致するとか。いろんなことで氷見市が、あえて株式会社氷

見市として、イベント企画会社、プロジェクトチームを作って、全国大会を

誘致する。いろんな各業界がありますから、いろんな業界に声をかけて、菓

子組合なら菓子組合の全国大会をぜひ氷見でやってくださいよというような

ＰＲを兼ねて。人がたくさん集まるようなイベントをうまく企画して、その

経済波及効果もあると思うんで。今現在、富山ぐらいでしか全国大会をでき

ないと言いますか、まあ何万人規模の全国大会、全国大会なら何万人規模に

なりますので、宿泊とかコンベンションホールとか、いろんな設備が必要に

なるんで、ちょっと難しいかなと思うんで。でも、民間が一応タッグを組め

ば、やってやれんことはないんじゃないんかなという感触はあるんで、ぜひ

そこらへんのふるさと納税と何かイベントと言いますか、企画していただけ

ればなというふうに思います。今、今日出て来とられる方、祇園であろうと

ひみまつりであろうと結構、事あるごとに駆り出される、商売片手間という

感じでボランティアが忙しかったりしてらっしゃる方々ばかりで、何かにつ

けてことあるごとにお顔を拝見する方ばっかりで、ボランティアというかい

ろんなこと、商売以外に結構、体を使ってやっておられる・・ 

会長  ほかに。 

委員 少し関係と言いますか、興味があるので、質問でございますが、企業立地

助成金、これが２２年度から３ヵ年、少し多めに歳出の方で配分してありま

す。将来的には、これが新たな歳入に振り変わってくるんだろうなという気

持ちで見ておりました。少し、その辺を簡単にお聞かせいただいて、今回の

見込みの中に、帰ってくる分が歳入に入っているのかどうか確認したく質問

しました。 
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それともう一つ、私ども民間の収支、民間の企業の方々の収支を見る時

に、必ずいっしょにバランス、貸借対照表を見ます。その流れをいっしょに

見ます。この予算で４７億、５ヵ年で収支マイナスなんですが、民間の企業

で当てはめますと、例えマイナスでもそれを上回る資産、処分ができる資産

ですとか、余力があればそんなには心配しない。その辺が私は分からないも

んですから、どういう状況なのか、待ったなしの状態なのか。ここに書いて

あります財政調整基金、減債基金、合わせても１３、４億で、あと特定目的

基金でどれだけあるのか分かりませんが、４７億のマイナスがカバーできる

だけあるのかどうか、その辺を分かれば簡単に教えていただければありがた

いと思います。以上です。 

総務部長 まず、企業立地助成金についてご説明申し上げます。今、計上してござい

ますのは、一番大きいものは日本ゼオンさんというかオプティスさんの分

が、２０年度から５カ年間に渡ってお支払いするものがございます。また、

コマツさん、コマツキャスティックさんの方も設備投資をしておられますの

で、その分について計上させていただいております。その他何社か、コマツ

さん、日本ゼオンさんほど規模は大きくないんですが、設備投資をしておら

れる会社がございますので、それについては今回、企業立地助成金として入

れさせていただいております。また、それに見合う税でございますが、これ

らについては国の制度がございまして、通常、３ヵ年ほどは免税と言います

か、固定資産税等が免税になります。ただ、それについては、地方交付税の

方で、そのうち７５％分は歳入として見ていただいておりますので、まだ若

干、オプティスさん、コマツさんについてはもう後１、２年後から本格的に

税収が入る格好になるのかなと思っております。 

それから、委員さんがおっしゃった民間で言えば、試算がそうかという話

でございました。今おっしゃった財政調整基金、減債基金としては１３、４

億円、おっしゃるとおりでございます。その外に特定目的基金というのがご

ざいます。例えば、教育文化振興基金とか、福祉基金とか、その他いくつか

ございます。その中で約１８億ぐらいは取り崩すことが可能でなかろうか

と、私ども今思っております。どうしても基金の中には、例えば国保の基金

がございます。これは皆さんの医療費の分とか、それぞれの他に融通が利か

ない形で、皆さんから集めさせていただいた税金等をそのまま基金として積

んで医療費に充てるとか、そのような基金がございますので、そのような基

金は使用できませんが、これまで少しづつ貯めてきた他の特定の目的のため

にという基金等がございますので、それを今申し上げたとおり、約１８億円

ぐらいは使用できるんじゃないかと思っております。 

また、売却できる資産ということでございますが、これまでの経験で言い

ますと例えば、ニチユシーサイドクラブなんかはかなり高額で民間の方にお

渡ししたという経過もございますが、一般的に申し上げてなかなか市の物件

が売れるというのは少のうございます。ただ私ども、そちらの方も一生懸
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命、担当課の方は努力をしております。 

会長 そのほかに。 

ちょっと一つ。氷見市の人口で、さっきもお話ありましたが、生産人口が

ものすごく減っているんですけども、今でも、だいたい月５０人ほど、毎月

減っているんじゃないでしょうか。この間まで、５４，０００人と言ってい

て、最近、５３，０００人。４月になったら１００人ぐらい減っていると思

いますけど、市長の６万人定住からみると寂しい結果になっているんです

が、これ特に学生ですか、何が減ってるんですか。 

市長 直近の数字は見ていませんが、ここ数年の人口減の動向は、社会減や自然

減にウエイトがあります。産まれる人より死んで行く人の方が多い。それか

らかつては、社会減、就職や学校を通じてが多かったですけど、そういう傾

向じゃないかと思います。今、それが同じぐらいの傾向じゃないかと思いま

す。また、自然減の方に動いてきているんじゃないかと思います。日本国中

で人口減と言う傾向はあり、これはなかなか止められない。ならば、国あげ

て、少子化、子育て支援ということでできるだけ産み育てやすい環境を作っ

ていくことが、国の柱になりつつあるのかなと。思い切ってその方向に自民

党も考えていますし、民主党も手当を出す。そういう方向へ相当舵を切った

ことが、どれだけ効果が出てくるのか。また社会あげて子どもを持ってる人

に対してバックアップしていくということが少し大きい方向なんじゃないか

と。氷見市もできるだけ、次世代育成支援行動計画の中で、少子化対策本部

というのを立ち上げまして、そういう人口増につながるかどうかは別にし

て、できるだけ子どもを持った人が育てやすい環境をまず作っていくことが

将来につながっていくことがまず一つと、もう一つは、先ほど話に出ました

けど、氷見のあらゆる財産で交流人口を拡大していく。今、おかげさまで能

越と東海北陸ができたので、ちょっと不景気でこの７月は大変苦戦していま

すけど、相当、氷見に入ってくる人が多くなってきておりますので、これを

人口減の足らざるところをカバーして、市の活力としていく。交流人口の拡

大、２００万人交流と言っておりましたが、その辺まで来つつあるんじゃな

いかなと。まあ６万人定住というのは、正直、新世紀の挑戦の中でアドバル

ーン的に挙げさせていただきましたが、何と言うか、一つのスローガンかも

しれませんけども、交流人口の拡大の方は確実に進めていきたいなと考えて

おります。 

会長 特に私が危惧したのは、学生が住民票を持たずに行って、実際の人数と相

当にギャップがあるんじゃないかと、これはどうですか。学生が氷見から出

て、帰ってこない。そういう若い連中が住民票上はいるけど実際はいない

と。そういうことがあるんだと聞きましたが、本当ですか。 

企画広報室

長 

申し訳ございません。そこまでちょっと実態調査していないもんですか

ら、はっきりしたことは言えないんですが。ただ正直言いまして、これは一

般論でございますけれども、私の近くにも住民票を置いたまま行っていて、
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その間は氷見にいないと。ただ、そのまま他へ行くということもあまりな

い。ですから、帰ってきて氷見にいればそのままですし、どこかに出て行く

ならその段階で完全に住民票が出て行きますので、まああまりそのへんは深

刻に考える部分じゃないかなと思いますけれども。 

会長 はい、そうですか。ほかに何かないですかね。 

委員 今の話を聞いているとなかなか状況が難しい悪い時期のようですが、資金

が不足するということは、いろいろ考えてみますと、例えば税収をどう増や

すかとか、あるいは経費をどうするかということ、そういった問題を考えて

いきますと、税収なりが増えていく、あるいは人口が増えていくということ

を考えていかないといかんがかなと。そして例えばこの中に、一般行政職が

定年退職で辞めていかれる方の５分の４の人数をまた一般行政職で採用する

ということがこの中に織り込まれているということですけれども、ある程

度、５分の４のうち例えば、今後の将来的なことも考えて、幹部候補として

５分の１ぐらいは同じような待遇が必要かなと思いますが、５分の４に相当

する人員については、例えばタイムシュアリングと言いますか、若い人を５

分の３ですから、例えば給料を３分の１づつにすれば、３倍の人数を採用で

きると。そういうことから言いますと、例えば５人減った場合、１人は正職

員で、３人かける３倍で９人、合計１０人の戦力が市としては増えるわけで

すね。その方々の給料は３分の１だけども、条件によって毎日出てきてもい

いし、３日に１回という格好もいいのかもしれませんが、いずれにしても多

くの人間を採用して、そういった方々が市の行政に直接、関わっていただく

と。特にそういう方々、若い人を中心にすればいいと思いますが、氷見市だ

けでなく、広く日本全体、あるいは世界から窓を広げて、我こそはと思う方

を採用して、氷見市の今後について、先ほど委員が言われましたが、いろん

なイベントを企画するとか実行していく戦力、企画力とか創造力とか、市民

に対して、今後、いろんな希望とか夢を具体化していく戦力として、養成し

て行くと。そういうふうなことをやっていかないと、なかなか、このままだ

と一般職の方ですといろいろ行政の方にしなきゃいけない仕事があって、な

かなか現在の仕事のやり方をやるのは難しいのかなと思うんですが、そうい

うタイムシュアリングで、１人分の給料を３人で分け合うというようなこと

ですね。いろいろ難しいチャレンジ精神を発揮しなければいけない。期間も

３年とか５年の期間にしてですね、その後は自分で自活しなさいと。市と協

力して新しい事業を起こしていくというのもいいし、そういうことも一回検

討していただければどうかなと。 

総務部長 まず、税収をどう増やすかということでございますが、今私ども、総務で

ございますが、税務課の方で一生懸命、税収を上げるように努力いたしてお

ります。今ちょっと景気が悪くなっておりまして、去年に比べて税収がちょ

っと、少しづつ落ち気味になっておりますが、この間から土日も出てきて、

例えば電話催告ですとか、そういうことで一生懸命、税収が落ちないよう
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に、また増やすように一生懸命努力しております。 

それとちょっと先ほど申し遅れたんですが、さっきふるさと納税のことが

出ておりました。これにつきましては、市長が出張される度にそういうお願

いはしていただいておりますので、パンフレットも作っておりますし、東京

氷見会ですとか、近畿氷見会ですとか。 

企画広報室

長 

申し訳ございません。ふるさと納税の件についてご説明させていただきま

す。平成２０年の６月からふるさと納税を受けまして、氷見市ふるさと応援

寄付金を作りまして、こういうふうなパンフレットを作って、いろんな所へ

持たせていただいております。平成２０年度につきましては、のべ１４６

件、人数で言えば１２６名ですが、６，７３８，０００円の寄附をいただい

ております。今、総務部長から説明ありましたけれども、東京氷見会とか京

都の同郷会とか、高校の同窓会、そういうところに市長はじめ市の幹部が出

まして、納税、応援寄付金のお願いをしております。ちなみに今年２１年度

につきましては、これまで２０件ほどでして、１４６万ほど寄附をいただい

ております。市長も先頭に立ってセールスしておりますので、例えば東京氷

見会の全体の３分の１ほどからいただいております。一生懸命ＰＲに努めて

いるところでございます。よろしくお願いいたします。 

総務部長 途中になって申し訳ございません。職員の採用等について、ご意見いただ

きましてありがとうございました。ここに私ども、案としてお示ししてござ

いますのは、最低ラインということでお示しをしてございます。これから、

当然、委員の皆様にご審議いただいて、当然、私どもこれでいいと思ってい

るわけでございませんので、いろんなご意見をいただきながら、数字を固め

て出していただけたらありがたいなと思っております。タイムシュアリング

とか、いろんなご意見をいただきました。ただ私ども公務員の場合は、公務

員法とかありまして、かなりそういうところで枠がある場合もございます。

できるだけそこらへんは柔軟に対応できるような形を考えながら、そこらへ

んも当然、検討して参りたいと思っております。よろしくお願いいたしま

す。 

委員 私の意見は、私自身が矛盾を感じながら述べる意見になってきますが、こ

の会合は、市の行政改革の会合であります。収入がないことには、なかなか

ない袖は振れないですね。交付税なり、そういう直接の市民税とか法人税と

かが入ってこないことには、そこに回せないということになってくるわけだ

ろうと思います。国全体のことを考えても、今、世界中で一番高い税金は、

日本の法人税なんです。一番安いのは消費税。韓国や中国でも消費税１０％

と現在そうなっているそうですが。その消費税をこの選挙を控えて、自民党

は、麻生さんは最初、段階的にと言われたんですが、選挙間近になったら全

然言わなくなってしまった。どうするのか、なんかうやむやになったうちに

選挙戦に入っているわけですが。やはり財務省あたりでも直間比率の見直

し、世界的な水準が高い所は２５％ぐらいまで行っている国もあるんですの
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で。そこまで行かなくても、例えば１年に１％でも上げて行くとか、そうい

うことをまず国がはっきり決めてしもた方がいいのではないかと。私自身が

５％のがが６％にやられても、自分の懐からものを買う度に１％余計出すの

は嫌です。しかし、やっぱり要求する時は、何かいろいろしてもらわんなん

時は、そのお金は税収から回すんですから仕方ないかなと。例えば、日本シ

リーズの野球とか、巨人阪神戦なんかテレビで見とっても、超満員なんです

よね。景気悪いと言うてるけど、これで景気悪いがかなと思うし。また、２

１年度の、来年度の税収というのは、法人税あたりはバタバタに下がってく

るんじゃないかと。すごい減収になるということが予想されるわけですし、

そういうことで結局、何もできなきゃ、堂故市政が人気がなくなるだけでし

て、それはもう市長に気の毒だなと思うんですよね。ですから、ここのとこ

ろの理解を、市民なり国民全体がどれだけ理解して、これだけの税金だから

預金もできんわいという思いにどれだけなってくれるか。このごろ、よこ

せ、よこせとエゴばかりむき出しになっておりますので、そこらたへんも考

えていかなければならんと思います。 

会長 そのほかに。先ほどから市民の協力とか、市民のパワーとか、そういった

ものを活用せいとか、具体的にどうすればいいか、何かアイディアはありま

すか。 

委員 先ほどふるさと応援寄附の話が出て参りましたが、これは市内においても

そういった目的を明確にした募金活動と言いましょうか。それが行われたか

らすぐに財政に影響すると言うわけでないとは思うんですが、やはり年月の

経過して行くうちには、かなりの力になってくるでありましょうし、また市

民の人たちにも市の財政に関心を持っていただくということも出てくるんで

はないかと思いますね。特定目的基金となっていますが、例えば子育てに役

立ててほしいという人もおいでるでしょうし、あるいは教育に寄附をしたい

という人もおいでるでしょうし。ただ、寄附を募りますだけではなしに、ど

ういった目的に、いただいたお金を使わせていただきますということを明確

にする。そして、これを郵便局や銀行から振り込むとなるとなかなか行けま

せんので、簡便に寄附できるような、例えばコンビニで振り込むという、そ

ういったこともできるのではないかと思うんですね。そういう意味では、地

域に寄附文化を勧める、寄附文化の振興と言いましょうか、そういったこと

ができるのではないかと思います。氷見の人たちは、ボランティア活動に非

常にこう理解もありますし、支援もしていただけます。体をかけるという活

動ももちろんそうですが、やっぱり賛同を得れば寄附をしていただけるとい

うそういう力のある地域性だと僕は思いますので、先ほど言いましたよう

な、ぜひ寄附文化を氷見で作り上げる手立てを考えていただければ、一つの

方向として設定していただけないかという思いをしております。 

会長 何か今のことで、市の方で。 

市長  このふるさと応援寄附というのは、１０分の１だっけ、税控除。あの大変
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ありがたいんですけど、いただいて。しかし、東京だとか大阪だとかにいら

っしゃる人が、かなりの額を寄付しようかという動機にならない仕組みなん

ですよね。もっと本当に、ふるさと応援寄附をしやすい制度改革が必要なん

じゃないかなと思っています。しかし、これは第一歩だったので、ふるさと

を想う気持ちを随分いただいたので、富山県の中でも１番か２番目ぐらい

に、氷見市に外からいただいております。この気持ちを大事にして、制度を

もうちょっと良くなるように働きかけていきたいなと思っております。 

それから、寄附文化とおっしゃるとおりで、目的を設定して、このふるさ

と応援寄附をいただけるような仕組みというか動機、アドバルーンを揚げて

いく必要があるんじゃないかと。というのは、市のセクター（部門）はこれ

だけ財政難ですけども、市民の預金高はすごいと、いつも教えていただいて

おりますので、市にいい旗印があった場合は、寄附をいただけるんじゃない

かなと。 

そのためには、しっかりと行革をして、ムダをなくしたと皆さんに認めら

れるぐらいに、だいぶしてきたつもりですが市民の眼から見るとまだまだ甘

いとそういわれる面もありますので、しっかりとそういうことをしていきた

い。国に向かって申し上げるわけにいきませんけども、市には天下りのよう

な仕組みもございませんし、相当スリムになってきておりますので、本当に

寄附をいただけるような土壌づくりもしっかり作っていかなきゃいけないな

とそんなふうに思います。 

会長 時間もだいぶ迫ってきたわけですけども、行革プランの構成につきまして

は、だいたいこれでいいのかなと思いますが、何かプランの項目とか、何か

ありますか。 

委員 できてると思いますよ。 

会長  部会もありますから、部会の中で細かく議論していただければいいんだと

思います。先ほどから言われるように、収支均衡という観点からすれば、ど

っちも抑えんならんがですが、例えば補助金なら補助金、ムダがあるかない

かというのは、徹底的な見直しが必要なんだろうと思います。今までのよう

に一律何％カットというふうだけでなしに、例えば目的を果たした補助金も

あるがんないかな。あるいはいくつか私も決算に出るんですけど、繰越金が

ものすごいでかい繰越金なんですよね。こういったものにまだ補助金出さん

なんがかなという思いをした時がございますので、そういったところもやっ

ぱり、まあたいしたこともないかもしれんけど、やっぱり見直していく。あ

るいは事業の実施状況とか評価とか、そういうものもやっぱり補助金部会で

やっていただいて、徹底的にみてもらうのも必要かなと思いますし。 

私のなんですけども、国や県から補助金があるんですけども、これについ

て市で何かやるという場合に、例えば１，０００円の補助金で５，０００円

の事業をする場合に、地域によっては１，０００円の仕事しかできんだりと

いう補助金の受入れが率が変わるわけですけど、そういうことで、市は補助
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金の高い所の事業に、必要ないけど補助金高いから出そうかと安易な補助金

の受入れをしていないかどうか。そのようなことも、やっぱりある面からす

れば、業者のために非常にいいんでしょうけども、全体から見たらムダにな

らんがか、そういった細かい所まで見ていく必要があると思います。 

 それからもう一つ、最近、市の職員と話をしていると、予算ないからあか

んわとか、そんなもん人おらんからなんあかんわとか、ノーの比重が非常に

多いんですけど、ノー言わんように何かしてもらえんですかね。少ないなら

少ないなりに、これだけしかないけど何かいい方法あるかとか、これだけし

か人間おらんがだけど、おまえらっちゃもいっしょにやれとか。最近、うち

でやっている工事は、ほとんど材料費だけで、うちで、自治会工務店でやる

事業が多いんですけど。それはそれなりにマンパワーも十分に生かしていく

と。どうせ市に言うてもあかんから、おらっちゃでやらんまいかという話も

かなり出てきております。そういう意味で、それをどんどん育てていく。市

もそれに対して積極的に応援していただく、そういうことをやっていただき

たいなと。ノーだけあんまりね。そのへん、考えてやっていただきたいと。

市の職員はある程度、市の職員の常識というのがあって、これはなかなか無

理だぞとすぐ思うんでしょうけども、そうでなくて、アイディアをむしろも

らって実施するのが市の職員だと、こういう具合でないとなかなか、事業そ

のものも、今までの常識では進まんがないかなと思うわけです。そういうわ

けで、隣りに部会長２人おられますけど、部会でひとつ大いに練っていただ

いと思います。 

委員 時間的にこの会議が４時だと、本当に私らブルーカラーと言うか、現場出

ておりますんで、どうも私だけかと思いますが、汗かいたら着替えて来んな

んし、どうも４時はほんと中途半端な時間で、もうちょっと、まあこの会

場、安くて駐車場広いからかもしれんけど。せめて５時ぐらいから１時間半

なら１時間、ほんとは１時間ぐらいでこの会合をパッと切り上がるようにし

てもらえれば一番いいんで。役所の方もこんなたくさん、各課長さん方も来

られんと、まあ総務さんと経済さんと何人か来ていただければいいので。ぜ

ひ会合の時間帯的なものと、私ら別に行革の市民に委嘱されて光栄だとは思

いますけど、自分の仕事も今大変ながでね、これであんまり時間を、なるべ

くなら夜の方がいいがですけど、それが無理ならせめて５時過ぎの会合にし

ていただけるか、それとも朝の１０時なら１０時にしてもらってお昼までに

終るとか。何かいつも言いたいけどもなかなか言えずに終ってしまい、だん

だん私もストレスがたまってくるもんですから、ぜひ１回言わせてもらわん

とと思っとったんで、ぜひ時間帯的なものも考慮に入れていただいて、よろ

しくお願いしたいと思います。 

会長 はい、今また相談してみます。 

この間、テレビか何かで見ておりましたら、所得が県で３対１ぐらいの開

き、教育費でも一つの県で多い方から少ない方で３対１ぐらいの比率で１児
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童当たりの教育費が多いと何かで見たんですけども、一人当たりのでかいと

出とる学校が、県がこの間のテストがいいがかと言うたら、一番悪いがね。

そういうことから見ると、金をかけることが必ずしもいいがか、あるいはど

んどん増えているもんだから施設の充実に金がいるのか、そこらへん中身が

よく分からんがですけど、いずれにしても全てが金でないということ。いろ

いろ知恵を出していけば、やれることもないかなと思ったわけでございまし

て。いろんなアイディアを練るのは役人ではダメながです。皆さん方で、こ

れできんか検討してもらえないかという思いもございますので。ただ、ボラ

ンティア、ボランティアと言いますけど、私はボランティアについて、行政

が初めからボランティアをあてにして予算を組んでいるのは、ボランティア

に対して非常に失礼だと思いますけれども、背に腹は代えられんがで、どん

どんどんどんやっていただくというようなことでいいと思いますけども。一

つそういう意味で、もっともっと市に対してものを申してもらう。それか

ら、市の方ではいろんな情報を全部流してもらって皆さんと情報を共有しな

がら、いい方向に持っていくというふうにしていただければと思います。ま

た、会議の開催につきましては、夜やったら職員の時間外手当、あ、時間外

の要らん人ばっかりだな。まあ次のこともございますので、検討させていた

だきたいと思います。今日は長時間に渡りいろいろありがとうございまし

た。部会の方はもう一働きしてもらわんながんですけど、よろしくお願いし

ます。 

市長 最後に一言だけ。発言なさってない方、たくさんおられます。それぞれし

っかりした考えをお持ちの方ばっかりなので、発言されないストレス、十分

感じて、おっしゃりたい気持ちがびんびんこちらに伝わってきます。またし

っかり、いずれかの機会でお話を聞きたいと思います。それから、何と言っ

ても、毎回やる度に、入り用を決定できない、収入を決定できない。国が権

限を持っているから。その中でこれをやりくりしなければならない。いつも

そのことについてもストレスをお感じていただいてるんじゃないかと思いま

すが、こうした会合を開いていただいたおかげで、市民の力、いろんな場面

でお借りすることができるようになってきたと思いますし、何と言っても補

助金の削減は、行政が言い出したら、市が、市長が言い出したら、とたんに

反発するようなことも、いろんなやりくりに理解していただける市民団体が

増えてきたというのは大変すごいことなんじゃないかなと思います。いずれ

にいたしましても、この行革をやるのが目的じゃなくて、これをやったおか

げで、何か新しいことを、市にとって市民の福祉に役立つような所にお金を

回していくということがこの行革にほかならないわけで、それを肝に命じて

やっていかなければならない。お金を減らして何か帳尻を合わせればいいと

いう、それでは行革ではないと思いますので、しっかり考えていきたいと思

います。それから、会長、だちかんと言った職員がおったら、すぐ市長に電

話をいただきたい。いつも、お金がないから、人手がないからということだ
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けで、絶対断らないようにしろ、思考停止にだけはならんようにしろと、何

か問題解決を図っていこうといつも、くどいくらい職員に話をしているとこ

ろです。同じダメでも、いろいろ考えて、待ちましょうとか、ダメですと

か、そういう役所でありたいと思いますので、ぜひ電話いただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

会長 どうもありがとうございました。委員の皆様、どうもありがとうございま

した。 

 


